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市
教
委
は
３
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
文
教
経
済
常

任
委
員
協
議
会
で
「
通
学
援
助
費
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

運
行
の
新
基
準
（
案
）
」
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
小
学
校
で
片
道
３
㎞
以
上
、
中
学

校
で
片
道
５
㎞
以
上
の
遠
距
離
を
路
線
バ
ス
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
で
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
平
成

22
年
度
か
ら
、
左
下
表
の
新
た
な
基
準
に
よ
り
通
学

の
支
援
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
所
定
の
距
離

に
満
た
な
く
て
も
、
安
全
確
保
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な

と
こ
ろ
は
特
例
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
結
果
、
各
地
域
で
実
施
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

通
学
支
援
制
度
は
維
持
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担

は
無
し
と
し
、
ど
の
地
域
で
も
同
等
の
支
援
が
で
き
る 

 

 

よ
う
対
象
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
通

学
支
援
の
維
持
強
化
を
求
め
て
き
た
各
地
の
関
係
者
に

と
っ
て
朗
報
で
す
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党
議

員
団
が
保
護
者
負
担
な
し
の
通
学
支
援
を
求
め
て
系
統

的
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
川
区
や

大
潟
区
な
ど
の
地
域
協
議
会
で
も
負
担
ゼ
ロ
や
軽
減
を

求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

な
か
、
９
月
定
例
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
上
野
公

悦
議
員
の
質
問
に
た
い
し
て
中
野
教
育
長
が
、
「
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
は
、
社
会
の
財
産
で
あ
り
、

義
務
教
育
に
お
け
る
子
供
の
安
全
性
の
確
保
や
保
護
者

の
負
担
軽
減
は
教
育
行
政
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
も
の
。
で
き
る
限
り
の
対
応
を
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に

実
施
さ
れ
た
市
長
選
に
お
い
て
は
、
村
山
秀
幸
候
補
が

各
地
の
運
動
を
受
け
て
「
通
学
バ
ス
の
無
料
化
」
を
公

約
の
ひ
と
つ
に
か
か
げ
ま
し
た
。 

 

委
員
協
議
会
で
は
、
新
基
準
（
案
）
を
歓
迎
す
る
と

と
も
に
、
公
平
な
措
置
と
な
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
求

め
る
発
言
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

新
基
準
（
案
）
は
、
今
後
、
地
域
協
議
会
へ
の
報

告
、
保
護
者
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
経
て
、
来
年
４
月

か
ら
実
施
に
移
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

14
日
に
一
般
質
問
で
登
壇
予
定 

  

今
議
会
で
の
一
般
質
問
の
発
言
通
告
者
は
21
人
、

私
は
18
番
目
で
す
。
今
回
の
私
の
質
問
項
目
は
、
市

長
の
政
治
姿
勢
な
ど
で
す
。
早
け
れ
ば
14
日
の
午
前

11
時
半
過
ぎ
の
登
壇
と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

市
教
委
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
の
新
基
準
（案
）発
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
全
市
域
無
料
化
へ 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 
 
 
 
 
 

第
18
回 

 

直
江
津
橋 

  

「
直
江
津
橋
」
と
書
い
て
「
な
お
え
つ
ば
し
」
と
読
み
ま

す
。
県
道
県
道
三
ツ
屋
中
央
線
上
に
あ
り
、
関
川
の
下
流
か

ら
二
つ
目
の
橋
で
す
。

こ
の
橋
の
欄
干
に
は
、

森
鴎
外
の
小
説
『
山
椒

太
夫
』
の
物
語
の
レ

リ
ー
フ
が
飾
ら
れ
て
い

て
、
安
寿
と
厨
子
王
の

姉
弟
が
母
親
と
生
き
別

れ
、
の
ち
に
厨
子
王
が

母
と
再
会
す
る
場
面
ま

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

橋
長
は
約
２
３
８

メ
ー
ト
ル
。
１
９
８
８

年
（
昭
和
63
年
）
竣

工
で
す
。 

通学手段  支援の内容  

自転車（中学生）  
5km以上の通学区域の者で自転車通学をする者

に予算の範囲で補助  

自家用車  

小学生で片道3km以上、中学生で片道5km以上を

自家用車で送迎する者に予算の範囲で補助（ス

クールバスなど通学手段がない場合）  

公共交通機関 

(路線バス、電車)  
定期券の支給又は定期券代の総額を補助  

スクールバス  利用料は無料  

タクシー  
予算の範囲で実費額を補助（他に通学方法が無

い場合）  

  

  

スクールバス 通学援助費 

負担あり 負担なし 負担あり 負担なし 

合併前上越市 ○   ○   

安塚区   ○   ○ 

浦川原区   ○   ○ 

大島区   ○     

牧区   ○   ○ 

柿崎区   ○     

大潟区 ○   ○   

頸城区 ○   ○   

吉川区   ○   ○ 

中郷区   ○ ○   

板倉区       ○ 

清里区   ○   ○ 

三和区 ○   ○   

名立区   ○   ○ 

合 計 4 9 5 7 

保護者負担の各地域の現状 

新基準（案）での支援内容…保護者負担なし（全額無料） 

 

 



 

11
月
30
日
の
夜
、
吉
川
区
地
域
協
議
会

の
傍
聴
に
出
か
け
ま
し
た
。
市
内
の
地
域

協
議
会
は
10
月
か
ら
合
併
前
上
越
市
の
区

域
で
も
設
置
さ
れ
、
地
域
協
議
会
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
会

議
室
に
入
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
直

江
津
区
と
大
潟
区
の
地
域
協
議
会
委
員
の

４
人
の
方
が
来
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
、
新
聞
記
者
並
み
に
メ
モ
を

と
っ
て
の
傍
聴
で
す
（
写
真
）

。
な
か
な
か

意
欲
的
で
す
ね
。 

 

今
回
の
地
域
協
議
会
で
の
議
論
の
中
心

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
問
題
で
す
。
平
成
23

年
７
月
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
に

伴
い
、
よ
し
か
わ
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
、
来
年
度
中
に
改
修
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
吉
川
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
の
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

あ
り
方
等
を
検
討
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
（
案
）
を
め
ぐ
り
、
「
一

軒
に
一
枚
し
か
用
紙
を
配
布
し
な
い
の
な

ら
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
記
入
し
て
ほ
し

い
と
書
い
た
ら
ど
う
か
」
「
告
知
端
末
の

寿
命
が
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ア
ン

ケ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」
「
民
意
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
あ
る
べ
き
だ
」
等
の
声
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
利
用
の
実
態

を
把
握
す
る
の
が
目
的
だ
と
の
総
合
事
務

所
の
説
明
で
し
た
が
、
今
後
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
め
ぐ
っ
て
開
か
れ
る
予
定
の
行

政
懇
談
会
で
は
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
そ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 

防
災
無
線
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
全
市
共
通
の
防
災
無
線

を
昨
年
度
か
ら
４
年
が
か
り
で
整
備
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
吉
川
区
で
は
今
年

度
と
来
年
度
に
緊
急
情
報
の
内
容
と
伝
達

方
法
の
充
実
に
向
け
た
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。 

 

情
報
内
容
の
充
実
と
い
う
点
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
区
か
ら
の
緊
急
放
送
に
加
え
、

市
役
所
本
庁
や
消
防
庁
が
発
表
す
る
「
緊

急
地
震
速
報
」
な
ど
の
緊
急
情
報
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
告
知
端
末
で
伝
え
ま
す
。

伝
達
方
法
も
充
実
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
来
年
度
に
な
り
ま
す
が
、

区
内
19
か
所
（
い
ず
れ
も
予
定
地
で
す
。

左
表
参
照
）
で
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

告
知
端
末
が
な
い
世
帯
や
事
業
所
を
対
象

に
戸
別
受
信
機
が
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

㈱
杜
氏
の
郷
の
昨
年
度
決
算
赤
字 

 
 

 
 

市
は
経
営
改
善
に
自
信 

  

３
日
の
市
議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
協

議
会
で
㈱
杜
氏
の
郷
の
経
営
に
つ
い
て
観

光
振
興
課
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
７
月
か
ら
今
年

６
月
末
ま
で
の
同
社
の
純
利
益
は
、
前
年

比
１
６
１
８
万
円
減
で
、
純
損
失
が
１
３

０
９
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
大
き
な
要
因
は
大
口
取
引
先
の
倒
産
に

よ
る
も
の
と
い
い
ま
す
。 

 

委
員
協
議
会
で
は
、
こ
の
報
告
に
対
し

て
委
員
か
ら
、
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
報
告

は
こ
の
程
度
で
い
い
の
か
」
「
こ
の
ま
ま

下
降
し
て
い
っ
た
時
は
ど
こ
で
見
切
り
を

つ
け
る
の
か
」
「
倒
産
し
た
（
大

口
取
引
先
）
の
影
響
額
を
数
字
で

示
し
て
ほ
し
い
。
倒
産
が
な
か
っ

た
ら
改
善
す
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

答
弁
に
立
っ
た
市
側
は
、
「
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
報
告
後
の
５
か

月
は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
前
期

は
風
評
被
害
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
市
の
介
入
で
盛
り
返
し
た
。

し
か
し
、
倒
産
の
あ
お
り
で
売
り

上
げ
は
減
と
な
っ
た
。
い
ま
は
酒

は
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
も
黒
字
の
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
」
な
ど
と
の
べ
、
経
営
改

善
に
自
信
を
示
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
事
業
実
績
が
ど
う
な

る
か
注
目
で
す
。 

 
吉
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
等
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

再
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
へ 

局名（仮） 施設名（仮）

1 吉川区総合事務所 吉川区総合事務所

2 川谷 吉川地区公民館川谷分館

3 坪野 スカイトピア遊ランド

4 山直海稲古 源地域生涯学習センター

5 山直海川袋 川袋公民館

6 国田 国田消防小屋

7 東田中 公民館東田中分館

8 道之下 道之下消防小屋

9 河沢 河沢消防小屋

10 片田 片田消防小屋

11 川崎 川崎消防小屋

12 泉谷 公民館泉谷分館

13 泉 泉ふれあいセンター

14 赤沢 赤沢ふれあいセンター

15 下中条 下中条消防小屋

16 代石 代石消防小屋

17 杜氏の郷 道の駅杜氏の郷

18 梶 梶公民館

19 西野島 西野島生産組合農機格納庫


